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第１章 計画の目的と位置づけ                      

 

１ 目的 

昭和村公共施設等総合管理計画（以下、「管理計画」という。）では、公共施設

等全体の状況を把握し、長期的な視点をもって、更新・統廃合・長寿命化などを

計画的に行うことにより、財政負担を軽減・平準化するとともに、公共施設等の

最適な配置を実現することが必要となっており、個別施設の取組内容、実施時期、

対策などを整理することとしています。 

本村においては、令和 5年 11月に昭和村教員宿舎個別施設計画を策定すると

ともに、管理計画で掲げる基本的な方針の実現、教員宿舎における「施設の更新・

廃止・長寿命化」についての管理体制整備に取り組んでいるところです。 

今回、対象施設の更新内容を踏まえ、教員宿舎個別施設計画を改訂します。 

 

 

２ 対象施設 

 本計画の対象施設は、教員宿舎とします。 

 

■対象施設 

№ 施 設 名 所 管 課 

1 昭和村教員宿舎 6号 

教育委員会 

2 昭和村教員宿舎 7号 

3 昭和村教員宿舎 10号 

4 昭和村教員宿舎 11号 

5 昭和村教員宿舎 16号 

6 昭和村教員宿舎 17号 

7 昭和村教員宿舎 20号 

8 昭和村教員宿舎 21号 

9 昭和村教員宿舎 22号 

10 昭和村教員宿舎 23号 

11 昭和村教員宿舎 24号 

12 昭和村教員宿舎 25号 

13 昭和村教員宿舎 26号 
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３ 位置付け 

 本計画は、管理計画に基づく対象施設と分類の個別施設計画に位置付けされ

ているものです。 

 また、国の『インフラ長寿命化基本計画』（平成 25 年 11 月 25 日インフラ老

朽化対策の推進に関する関係省庁連絡会議決定）に基づく個別施設計画に位置

付けられるものです。 

 

 

 

■管理計画と個別施設計画との関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インフラ長寿命化基本計画（国） 

インフラ長寿命化計画（国） 
昭和村公共施設等総合管理計画 

（管理計画） 

昭和村振興計画 

個別施設計画（長寿命化計画） 

昭和村役場庁舎施設管理計画 

昭和村橋梁長寿命化修繕計画 

昭和村村道舗装補修計画 

昭和村林道施設長寿命化修繕計画 

昭和村村営住宅長寿命化計画 

昭和村学校施設長寿命化計画 

昭和村社会教育施設長寿命化計画 

昭和村教員宿舎個別施設計画 
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第２章 計画期間                      

 

１ 計画期間 

令和 5年度～令和 9年度（5年間） 

（2023年度～2027 年度） 

 

 

■期間設定の考え方 

管理計画は、令和 3年度から令和 32年度（2021年度から 2050年度）まで

の 30年間を計画期間としていますが、本計画は、公共施設マネジメントの取

り組みを中期的な視点で展開し、かつ財政状況等の現状を踏まえた実効性の高

い持続可能な計画及び実態に即した計画とするため、当初計画期間である令和

9年度（2027年度）までとします。 

なお、本計画は、社会情勢の変化や国、県等の動向及び管理計画等との整合

に配慮しながら、柔軟に計画の見直しを行います。 
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第３章 施設管理の基本方針                    

 

１ 対策工事の考え方 

建物がいつまで使用可能かということは、立地条件や使用状況、メンテナンス

の状況等、様々な要因によって異なります。そのため、一般的で正確な年数を示

すことは困難でありますが、一つの目安として、目標使用年数を経過後は建替え

や大規模改修を検討します。 

また、目標使用年数前の建物についても、予防保全として次の対策工事を検討

し長寿命化を図ります。 

 

■中規模改修工事（機能回復） 

 建設から概ね 30年ごとに、外壁の再塗装、屋根材の交換、室内設備更新など

経年により発生する損耗や機能低下に対する機能回復工事。 

 

■大規模改修工事（機能向上） 

 木造以外の建物のうち、建設から概ね 40 年が経過した段階で、30 年後に実

施を検討する機能回復工事に加え、必要に応じて補強、省エネ化など機能を向上

させる工事実施を検討します。 

 また、躯体に異常がない鉄筋コンクリート造の建物については、あわせて長寿

命化を図る対策工事を実施し、目標使用年数を 80年とします。 

 

 

２ 目標使用年数の設定 

 次の表のとおり、建物の目標使用年数を定めます。 

 目標使用年数については、国土交通省の「損失補償取扱要領」や社団法人日本

建築学会の「建築物の耐久計画に関する考え方」を参考に、次のとおり定めます。 

 

表 目標使用年数 

構造 目標使用年数 

木造（Ｗ造） 40年 

鉄骨造（Ｓ造）、コンクリートブロック造（ＣＢ造） 60年 

鉄筋コンクリート造（ＲＣ造） 

鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ造） 
60年 

鉄筋コンクリート造（ＲＣ造） 

鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ造）    長寿命化対策済 
80年 
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３ 優先順位の考え方 

建築年度や目標使用年数、機能低下状況、入居状況などを見極め優先順位を決

定します。 

 

 

４ 課題と今後の方針 

 課題と今後の方針は次のとおりです。 

 

表 課題と今後の方針 

総合管理計画における方針 ・建替えも含め今後の施設の在り方を検討していく

必要がある。 

課題 ・入居者がいる建物は、大規模改修や建替工事を実施

するのが難しい。 

・旧耐震基準の施設は、約 23％（3施設）となってい

る。 

今後の方針 ・「建替え（更新）」・「大規模改修（予防保全）」・「廃

止（解体）」を基本方針とします。 
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第４章 対象施設の現状と方針                      

 

１ 設置目的と老朽化の状況 

教員宿舎は、県内全域を対象として異動する教職員の福利厚生の向上を図り、

義務教育の円滑な実施に資することを目的として設置しています。特に中山間

地域においては、民間賃貸住宅が少ないことから、へき地教育振興法において、

住宅建設など必要な措置を講ずることが市町村の事務の 1 つとして規定されて

います。 

対象施設のうち、建築後 50 年以上経過したものが 3 施設、建築後 40 年以上

経過したものが 4施設、建築後 30年以上経過したものが 2施設あり、約 7割の

建物が昭和 40年代から昭和 60年代に建築されたものです。 

次の表は、建物の構造や建築年数を表したものです。 

 

■対象施設一覧表 

              

         （令和 7年 4月 1日現在） 

№ 施設名 地区 構造 
建築

年度 

経過 

年数 

目標 

年数 

耐震 

診断 

1 昭和村教員宿舎 6号 小中津川 W S56 44年 40年 － 

2 昭和村教員宿舎 7号 小中津川 W S56 44年 40年 － 

3 昭和村教員宿舎 10号 喰   丸 W S41 59年 40年 － 

4 昭和村教員宿舎 11号 喰    丸 W S41 59年 40年 － 

5 昭和村教員宿舎 16号 小中津川 RC S56 44年 60年 － 

6 昭和村教員宿舎 17号 小中津川 RC S56 44年 60年 － 

7 昭和村教員宿舎 20号 大   芦 W S50 50年 40年 － 

8 昭和村教員宿舎 21号 下中津川 RC S62 38年 60年 － 

9 昭和村教員宿舎 22号 下中津川 RC S62 38年 60年 － 

10 昭和村教員宿舎 23号 小中津川 W R 7 0年 40年 － 

11 昭和村教員宿舎 24号 小中津川 W R 7 0年 40年 － 

12 昭和村教員宿舎 25号 小中津川 W R 7 0年 40年 － 

13 昭和村教員宿舎 26号 小中津川 W R 7 0年 40年 － 
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２ 施設の状態等 

 ■教員宿舎 6号 

  昭和 56年に建築され、築 44年が経過しています。 

  平成 18年頃に屋根の修繕を行っていますが、外壁の劣化など全体的に老朽

化が著しい状態です。 

現在は入居者がいるため、計画期間内は予防保全などを行いながら維持管理

し、現状のまま利用を続けます。 

 

 ■教員宿舎 7号 

  昭和 56年に建築され、築 44年が経過しています。 

  平成 18年頃に屋根の修繕を行い、他の箇所もその都度修繕を行っています

が、外壁の劣化など全体的に老朽化が著しい状態です。 

現在、入居者はおりませんが、目標使用年数の超過が浅いため、計画期間内

は予防保全などを行いながら維持管理し、現状のまま利用を続けます。 

 

 ■教員宿舎 10号 

  昭和 41年に建築され、築 59年が経過しています。 

  平成 18年頃に屋根の修繕を行い、他の箇所もその都度修繕を行っています

が、全体的に老朽化が著しい状態です。 

また、対象施設のなかで最も古く、目標使用年数も大幅に超過しているため、

計画期間内に廃止（解体）します。 

 

 ■教員宿舎 11号 

  昭和 41年に建築され、築 59年が経過しています。 

  平成 18年頃に屋根の修繕を行い、他の箇所もその都度修繕を行っています

が、全体的に老朽化が著しい状態です。 

  また、現在は入居者がいますが、対象施設のなかで最も古く、目標使用年数

も大幅に超過しているため、入居者には転居を促し、計画期間内に廃止（解体）

します。 

 

 ■教員宿舎 16号 

  昭和 56年に建築され、築 44年が経過しています。 

  平成 18年頃に屋根の修繕を行い、他の箇所もその都度修繕を行っています

が、外壁の劣化など全体的に老朽化が著しい状態です。 

現在は入居者がいるため、計画期間内は予防保全などを行いながら維持管理

し、現状のまま利用を続けます。 
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 ■教員宿舎 17号 

  昭和 56年に建築され、築 44年が経過しています。 

  平成 18年頃に屋根の修繕を行い、他の箇所もその都度修繕を行っています

が、外壁の劣化など全体的に老朽化が著しい状態です。 

現在は入居者がいるため、計画期間内は予防保全などを行いながら維持管理

し、現状のまま利用を続けます。 

 

 ■教員宿舎 20号 

  昭和 50年に建築され、築 50年が経過しています。 

  内装の状態は良好ですが、外装は修繕を行っていないため、老朽化が著しい

状態です。 

現在は入居者がいるため、目標使用年数を超過していますが、計画期間内は

予防保全などを行いながら維持管理し、現状のまま利用を続けます。 

 

 ■教員宿舎 21号 

  昭和 62年に建築され、築 38年が経過しています。 

  令和 2年・令和 3年に建具等の改修を行い比較的良好な状態です。 

また、早急な修繕対策を行う必要がないため、計画期間内は現状のまま利用

を続けます。 

 

 ■教員宿舎 22号 

  昭和 62年に建築され、築 36年が経過しています。 

  令和 2年・令和 3年に建具等の改修を行い比較的良好な状態です。 

また、早急な修繕対策を行う必要がないため、計画期間内は現状のまま利用

を続けます。 

 

 ■教員宿舎 23号 

  令和 7年に新築された施設です。 

  新しい施設のため、劣化の状態等はなく、早急な修繕対策を行う必要はあり

ませんが、将来想定される維持管理経費を検討し、効率的な維持管理を行いま

す。 

   

 ■教員宿舎 24号 

  令和 7年に新築された施設です。 

  新しい施設のため、劣化の状態等はなく、早急な修繕対策を行う必要はあり

ませんが、将来想定される維持管理経費を検討し、効率的な維持管理を行いま

す。 



- 9 - 

 

 

 ■教員宿舎 25号 

  令和 7年に新築された施設です。 

  新しい施設のため、劣化の状態等はなく、早急な修繕対策を行う必要はあり

ませんが、将来想定される維持管理経費を検討し、効率的な維持管理を行いま

す。 

 

 ■教員宿舎 26号 

  令和 7年に新築された施設です。 

  新しい施設のため、劣化の状態等はなく、早急な修繕対策を行う必要はあり

ませんが、将来想定される維持管理経費を検討し、効率的な維持管理を行いま

す。 
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第５章 対策工事の費用                    

 

 計画期間内に実施する建物ごとの対策工事の実施時期（実施年度）及び概算費

用は、次のとおりです。 

なお、概算費用は計画策定時のものであり、対策工事実施前の詳細設計により

精査を行います。 

また、実施年度についてはあくまで見込みであり、変更となる可能性がありま

す。 

  

 

表 建物ごとの対策工事等の計画 

施設名 
対策 

内容 

概算費用 

（千円） 
計画期間内実施年度 

昭和村教員宿舎 6号 維持管理        0 － 

昭和村教員宿舎 7号 維持管理        0 － 

昭和村教員宿舎 10号 廃  止 18,000 R8:解体設計 R9:解体 

昭和村教員宿舎 11号 廃  止   18,000 R8:解体設計 R9:解体 

昭和村教員宿舎 16号 維持管理        0 － 

昭和村教員宿舎 17号 維持管理        0 － 

昭和村教員宿舎 20号 維持管理        0 － 

昭和村教員宿舎 21号 維持管理        0 － 

昭和村教員宿舎 22号 維持管理        0 － 

昭和村教員宿舎 23号 維持管理        0 － 

昭和村教員宿舎 24号 維持管理        0 － 

昭和村教員宿舎 25号 維持管理        0 － 

昭和村教員宿舎 26号 維持管理        0 － 

※計画期間内実施年度が「－」と表示されている場合は、計画期間内に実施する対策

工事はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 


